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審査結果要旨
 本論文は,妊娠
 る体重,顎重量
 たものである。
 臨床的に,妊娠
 ル症候群とし
 生じ,口腔領域
 コーツレ濃度
の仔を形態計測学的および病理組織学的にに観察し
 本論文による
 コールの濃度
 ル摂取群には
 28.5日に至る
 られた。頭蓋
 ルコール摂取
 出世後i.5日で
 び新生児の頭
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 胎児への影響
 児への影響が
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 候群では脳,頭
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 いる。歯に関
ルの細胞膜に対する作用,細胞性代
 以上本論文は
 た病態の特徴
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 確にしたこと
 今後の重要な
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